
地域の歴史と調和の取れた景観形成に努め、
にぎわいのあるまちづくりを目指します。

　近年、常夜燈の一部より、文久年間
（1861～64）に建立され、数回の修理
が行われたことを記した墨書が発見さ
れた。軒下の彫刻と、飾り瓦が特徴的。

【協力】久努の松並木愛護会
【発行】袋井市役所

都市建設部都市計画課まちづくり計画室
教育部生涯学習課文化振興係
〒437-8666 静岡県袋井市新屋一丁目1番地の1

新屋常夜燈

遺跡でたどる
袋井のあゆみ

冨士浅間宮の
田遊び

　妙日尊儀・妙蓮尊儀供養塔（市指定文化
財）。正保三（1646）年に建てられた、
日蓮上人（日蓮宗の開祖･1222～82年）
の両親・貫名重忠夫妻の供養塔。

妙日寺
　総高23.884m。天正二（1574）年
起工。久野城主・久野宗成の援助により
慶長十六（1611）年完成。

油山寺三重塔(国指定重要文化財)

　三間社流れ造り・檜皮葺。寛永十五
（1638）年久野城主・北条氏重が現在
の地へ移したと伝わる。

冨士浅間宮本殿(国指定重要文化財)

「久努・くど」とは、かつてこの地域が『先代旧時本紀』
(平安時代初期ごろに成立したと考えられる歴史書)の『国造本紀』にみえる
「久努国」であったことによる。
その後、遠淡海国・久努国・素賀国の３国が合併され、「遠江国」とされた。
明治22年～昭和27年の山名郡の自治体名として、
広岡・国本・周智郡村松の３か村が合併し「久努村」が成立した。
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静岡県袋井市

Googleマップのストリートビューで、
「冨士浅間宮赤鳥居付近」の松並木の様子をご覧いただけます。
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歴史的景観を
地域ぐるみで受け継ぐ

愛護会員を中心に、地元住民・

小学生・事業所社員・市役所職員

が参加し、地域全体で清掃活動を

実施しています。

　袋井市東地区では、平成25年から松並木周辺の草刈り作業を継続的に実施する中で、

地元有志の間で、歴史的資産である松並木について保存の気運が高まり、「保存検討会」

を立ち上げました。地元説明会を行う中で、保存・継承の構想を練り、袋井東地区まちづく

り協議会傘下の組織として、平成29年に「久努の松並木愛護会」を設立しました。会では、

松並木の保存と近隣住民の環境保全を図ることを目的に、清掃・樹木管理・補植・計測・

研修・講演会等の活動に取り組む一方、県・市・愛護会の三者締結によるアダプトロード

プログラム協定による役割分担に基づき、官民一体の活動を継続しています。

『行書版東海道 袋井』初代広重　袋井市歴史文化館所蔵

地域の歴史を学ぶ講演会を開催。 定期的な計測と数値をデータベース化。

守り
松の枝打ちや剪定のほか、幼木を

育てながら、補植を行い、未来の

松並木の基礎づくりを行っています。
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